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例 目

1. 本書は，千葉県八千代市大和田字木戸前に所在する遺跡の発掘調査報告である。

2. 本遺跡の発掘調査に関する費用は H本住宅公団が負担した。

3. 発掘調査は昭和50年 7月21日に開始し，昭和50年 8月2日に終了した。

4. 本報告書の作成は佐藤克巳が行った。

5. 発掘調査の写真及び遺物の写真は佐藤が行った。遺物の実測及び拓本は中山吉秀氏を

わずらわした。



序口

近年文化財の重要性が認識され， とくに埋蔵文化財の保護は市町村の重要な仕事の一つ

となっています。八千代市においてもここ 1~2 年の間に，おおびた遺跡，，村上供養塚，

佐山貝塚等の調査を行ないま・した。

日本住宅公団関係でも昭和48年に村上団地内所在の村上遺跡調査で大規模な集落が

発見され，本市の文化史に貴重な一頁を加えることができました。このたび，高津団地に

隣接した公団の建築予定地，新木戸が埋蔵文化財の遺跡分布地ということで，今回の調査

となったわけです。

この報告書が，八千代市の歴史を知る資料の一部となれば幸いです。

最後に，本報告書の刊行にあたり，夏の炎天下の中で現場調査にあたられた佐藤克已氏，

調企貝の方々，ならびに作業員の方々， また，調査にご協力をいただいた岩井産業株式会

杜の太田英之氏，その他関係各位に対し，深甚なる謝意を表するしだいです。

昭和51年 3月

新木戸遺跡調査会長

八千代市教育委員会教育長

市川浩
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I 調査にいたるまでの経過

近来，首都圏の人口増加率はかなり急上昇である。近いうちに，首都圏だけでも 5000万

人にも達するとかいわれている。これに伴い各地に数多くの団地が造成されている。千葉

県八干代市高津団地も 2・3年前につくられたばかりの団地であるが，この度，更にその

高津団地に住宅が増設されることとなった。県文化課文化財主事天野努氏より，住宅予定

地の事前調査の依頼が佐藤にあり，地元八千代市教育委員会内に調査事務局がおかれるこ

ととなった。発掘調査は佐藤の都合により 7月21日より 2週間の予定で実施することにな

った。 7月8日には八千代市教育委員会において，県文化課・八千代市教育長市川浩一氏

（調査会長）．杜会教育課々長山本勲氏・同課文化財担当安達氏及び佐藤は種々打合せを行

った。 7月17日，器財運搬，補助員の件について，船橋市小至町米井丈夫氏と打合せをす

る。また，現地脇の岩井産業太田英之氏には器財倉庫及び休憩所・水・便所等を借用する

ことをお願いした。そして，調査会及び調査団の組織を次の如く編成した。

調査会長 八千代市教育長市川浩一

調査会事務局

調 査 団

八千代市教育委員会社会教育課長

同 社会教育主事

山本勲

安達新

調企団長及び調査主任 佐藤克已（県文化財巡回調査貝，千葉県立印

痛高等学校教諭）

調査員 手島和史（千葉県立印方薔高等学校教諭）

調査補助員 星忠，立石正俊，野中勇，颯佐正志，山本和美，荒井美

恵子，本間一枝，海老原弘美，中島順子，石井郁子，石井喜代美，

成島君江，羽石孝子（以上，印靡高校社会科研究会）

米井丈夫，笠川俊渇，武藤啓男，武藤つね，武藤もと，武藤とみ，

小野よし，原ふみ，石井輝代，山崎美枝子，渡辺ふみ，露木三子，笠

井せき，岡田さい，香取ふみ，内藤こう，伊藤はな，内藤くに，米

井貞子，高橋つる，高橋まつ，高橋つね，湯浅利治，内藤すい，中

村一雄，高橋良助，内藤ちか，湯浅道江，内藤よし，玉井ふみ，飯

島みさを，遠藤なか，林田せつ子，五十嵐くら，出浦良子，小野好

江，長浜てる，米井すみ江，寺鴫利江，岩崎きみ，松永はる，渡辺

房枝，戸村なほ，野村芳枝，岩崎豊，桜井ます，石井信子，山本敦子

この他，県文化課大木衛氏，県文化財センター中村恵次氏，野村幸希氏，天野努氏，中

山吉秀氏，古内茂氏，鈴木道之助氏，沼沢豊氏，岩井産業太田英之氏， 日本住宅公団等，

数多くの方に御協カ・御指導いただいたことを記して感謝する次第である。
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II 遺跡の位置

本遺跡は，千葉県八千代市大和田新田新木戸94-1番地に所在する。現在，必ずしも交

通の便利なところとはいえない。遺跡は印播沼に沿ぐ新川の支谷で，八千代市下市場の西

方にのぴる谷の奥左岸にあたる台地部にあり，標高が約27mの位置にある。高津団地の北

辺部にあたる。調査の範囲は，第2図に示すごとく東西約60m,南北約65mの範囲である。

このうち，緑地部として原状保存される部分を除いた約2,000面の範囲が調査指定範囲で

ある。第 1次調査としてトレンチ及びグリッド併用の調査方法により調査した。発掘面積

は延べ 768面となった。（スクリーントーンの部分）。

木戸前遺跡は，前述の如く印脂沼に沿ぐ新川の支谷の1つに面する台地上にあるもので，

新川はさはど大きな川とはいえないが，印播沼西端より 5km程上流右岸に村上遺跡群（第

1図ー 9)が知られるほか，縄文時代の遺跡がかなり存在するようである（『八千代市村

上遺跡』報告による）。

木戸前遺跡付近には， 『千葉県記念物所在地図』に，高津第 1-第7遺跡の存在が記さ

れている（第 1図ー 1-7)。

III 調査の方法および経過

調査の方法としては，遺跡全体に 4mX4mを基本単位とするグリッドを組んだ。この

ために全体に40mごとの基準大杭と 4mごとの小杭を打った。 トレンチは南北 3本，東西

3本の基本トレンチを設定した。 トレンチの幅は 2mである。その他に遺跡南半は谷に面

する部分であることから，遺構・遺物等の検出される確率の高いことから， トレンチ部以

外に千鳥状に 4mX4mのグリッドを設定した。遺跡北半については， トレンチにおいて

遺物等の発見が多い場合にグリッドを設定することとした（結局，遺物の発見がなかった

ので調査にはいたらなかった）。 また，先土器の発見される可能性もあるので， トレンチ

内，或いはグリッド内に幅50cmのサブトレンチを設定し，ハードローム層を約15cm掘り下

げた。

調査経過

7月20日（日） 薄曇

遺跡には夏草が lm以上も繁茂しており，発掘に先立って，草刈りから始める。

-3-



千 2T嶋8

V 

If□ . 0T  S 

(,. , ・27.503 
・.、‘ヽ ・-. .... 

27.62 . 
*・IN04+i8:Z3? 
I 27.S a 
'7.59 

―-

i
ー

ー

1ー

1

}

ぷ

18

一

ー

／

こ

し

？

-

2

2

-

／
 

一

す

＋

―

-

―

-

m

v
 

-

]
 

i

l

,

1

7

,

-

¥
 

-

¥
 

K.7◎ 
57'."5 61 

y 

5
 

7
 

，ヽ．

o
3
 

,’
 

、
7

／
 

・
T
2
 

9, 

＇ 

9
,
6
 

＇ 

‘、

K

、1
4

1
8
3
 

t
、
ヽ

9
9
¥
 

t
 

L
 

1・27.22 

lll<.5 

4
7
.
0
6
3
 

+26.94 

"i-26.li 

T.78 
ZS.Ha&', 

バ
〗

第 2図 遺跡の調査範囲
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7月21日（月） 曇後雨

草刈の後かたづけに併行して，調査用の杭打を行なう。また調査前の写真撮影，発掘器

財の運搬を行なう。杭打ちの終ったところよりトレンチを設定し，発掘を開始する。 トレ

ンチはAOO-A09である。午後，雨が降り出す。待機するもやまないので作業を中止する。

発掘開始の頃，岩井産業の太田氏が遺跡に来られ，この付近にウレタンを埋めるために穴

を掘り，また表土は火災予防上ブルドーザーにより Imほど掘削したとのことで，遺跡の

攪乱のはなはだしいことが予測された。

7月22日（火）

曇後晴

昨日に引続き，測

量杭打ちを続行する。

トレンチB00-04,

B00-40の発掘を継

続する。

A00-09の表土20

cmほど掘り下げたと

ころ，さきの岩井産

業太田氏の話しのと

おりで，一番上の土 発掘状況

は掘削移動したローム士であり，ブルドーザーにより，かなり掘削を受けていると思われ

る。

A00-39, B00-03, C09-49のトレンチの調査を行なう。

7月23日（水）晴

発掘は C09-49, D00-03, C00-09の各トレンチの調査を行なう。 C09-49のトレン

チでは，地表より 20cm, D00-03トレンチでは約40cm, C 00-09では約20cmにローム土が

のっており，その下に10cmの褐色土（耕作土）がある。新たに杭打ちを行ない， C02-92,

A02-32のトレンチを設定する。このトレンチは傾斜地となっており，ロームまで10-15

cmである。

7月24日（木）晴

D02~92のトレンチ，ローム上面まで掘進， D32グリッドに無茎石鏃 1点が発見された。

B00~03, C01~91トレンチ掘進開始する。表土除去終了。
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第 3図 木戸前遺跡トレンチ及びグリッド配置図

7月25日 （金）

COl, 02グリッドを発掘する。

7月26日

杭打ち，

7月27日 (B) 

A25, A27, 

（土）

グリッド設定する。

BOl, 

晴

B21, C83, 

C 52-59のトレンチの発掘を行なう。

晴

A09-39のトレンチの調壺を行なう。

晴

本 Hは補助員を25名ほど増強して， グリッドの調査にかかる。 Al4, A16, A18, A23, 

DBIの10グリッドの調査を行なう。！また DS0-52トレン
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／ 

チ， C52-59トレンチの調査を継続する。

7月28日（月）晴

D81グリッドにてハードロームまで掘り下げる。 B21, A27のグリッドの調査を行なう。

A28グリッド掘進， D51グリッドにて若干落ち込みらしきものあり，これを追求する。

A09-39のサブトレンチ， B02-32のサブトレンチ掘進する。

7月29日（火）晴

D02-32 r, レンチ， A28グリッドに幅50cmのサブトレンチを設定し，ハードロームまで

掘進する。 A26グリッド掘進，ローム上面まで掘進，ここでも何ら遺構・遺物の発見はな

い。 A24グリッド， Al0-40トレンチを掘進する。

7月30日（水）晴

Al0-40トレンチ掘進，ロームまでいたる。 A41グリッド掘進。 A00-09, A02-32, 

D02-92のサブトレンチ掘進。

7月31日（木）晴

B00-03, D02-09, B02-32のサブトレンチ掘進，土層セクションの実測にかかる。

DOl-91, AOl-31, DOl-09トレンチの土層セクションを実測する。

8月1日（金）晴

昨日に引続き土層セクションの実測を行なう。また遺跡全体の写真撮影を行なう。

8月2日（土）晴

遺跡の補充調査を行ない，あとかたづけを行なう。器財運搬する。

N 遺跡の状況及び土層

調査前の遺跡はかなり夏草が繁っている状況で，草刈より調査が開始された。この遺跡

の地ば畑地であったようであり，遺跡に接する西側の地は現在畑地として使われている。

台地周囲は既にかなり変化しており，台地先端部と思われる部分は高津団地の一部として

すでに削平されている。調査の始まるころの段階に，この遺跡の北側に工場をもづ岩井産

業株式会社総務部長太田英之氏等に話を聞いたところ，岩井産業が廃棄物ウレタンを遺跡

-7-



第 4区木戸前遺跡土層層位図

の数ヶ所にブルドーザーによって lm以上の穴を掘って埋めたとのことである。また，同

じく，遺跡か荒地となって草が生い繁っていたことから，火災予防上ブルドーザーによっ

て草刈を行なったとのことである。以上のことから遺跡かかなり荒らされていることが予

想された。

土層は，以上のことから旧状を保っている部分ははとんどなく，畑地としての耕作士層(1)

の上にローム土の盛士(A)か30-50cmはどのっかっており，耕作土の下はほとんどがローム

層 (3・4) に直接つながる，わすかに C04-06にて褐色土層(2)が認められる。また，遺跡

西南側は，現地表より 1m以上の攪乱層となっていた。このため，仮に遺構が存在してい

たとしても削平された可能性か強い。

遺物は上記の如く，当遺跡かかなり攪乱を受けていたことにより，わずかに縄文土器片

4点，石鏃 1点か発見されたにすぎず，また縄文時代のものと思われる遺構も検出されな

かった。ただC52-53グリッドにおいて長軸 2.5m, 短軸 I.Sm, 深さ 40-45cmの矩形の

ピットか検出されたが，遺物はまったく認められす，土層から見るに縄文時代のものと思

われず，ごく新しい時期のものと思われる。

遺物 1, 2は縄文時代中期初の勝坂式土器のものと思われる。 3, 4は加曽利E式土器

と思われる。石鏃についても同時期の頃のものであろうか。付近遺跡においても加曽利E

式土器の出土が何ヶ所か知られている（『村上遺跡』参照）。
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第 5図 木戸前遺跡の出土遺物
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士
口糸 び

当遺跡の調査は充分の成果をあげたとはいえない。 それというのも当初調査の計画をし

た段階では， 縄文上器の散布もあり，充分遺構・遺物の検出されることも予想されたが，

岩井産業によるウレタン廃棄作業による攪乱や火災予防上のブルドーザー等により， 田し
Iじヽ ヽ

のはか遺跡が荒されてしまったこと， このことは多分に他地域でも予想されることであり，

これら埋蔵文化財保護のためには， 県文化課などにより十分な分布調査を行ない， 遺跡の

重要性を士地所有者に十分知らしめておく必要があろうかと思われる。 しかしながら一般

に遺跡のありそうでもない， 現在あまり交通上便利なところとはいえないこの木戸前遺跡

などの如く， 蠅文時代中期あたりの遺跡はかなり谷奥などにも存することか確認されたこ

とは貴重な成果といえよう。

かにされていくのではないだろうか。

また， こういったわずかな資料のつみ重ねの上に真理が明ら

最後に， この調査の費用を担当していただいた日本住宅公団東京支店関係者をはじめと

して，数多くの方々に御協カ・御理解をいただいたことに対し，厚く御礼申上げる次第で

ある。 （佐藤）
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追跡全娯（調査終了後）



図版3

B02-32トレ ンチ及び土層の状況

中・下， C52-C53のピ ット遺構及び土層状況



図版4

COO-C09トレンチ発掘状況

木戸前遺跡出土遺物
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